
編
集
を

  

終
え
て

　去
る
９
月
15
日
（
日
本
時

間
）
、
振
り
子
打
法
で
開
眼

し
安
打
製
造
機
の
名
を
ほ
し

い
ま
ま
に
し
た
イ
チ
ロ
ー
が
、

ま
た
快
挙
だ
。
１
０
８
年
ぶ

り
の
大
リ
ー
グ
新
と
な
る
９

年
連
続
２
０
０
本
安
打
を
放

っ
た
。
彼
ら
し
い
内
野
安
打

で
の
達
成
で
あ
っ
た
。
よ
く

思
う
こ
と
だ
が
、
彼
の
言
動

に
は
説
得
力
が
あ
る
。
他
の

人
が
言
っ
た
話
な
ど
を
マ
ス

コ
ミ
で
見
る
と
、
キ
ザ
で
生

意
気
に
見
え
る
こ
と
が
よ
く

あ
る
。
彼
に
は
そ
れ
が
感
じ

ら
れ
な
い
。
何
で
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
彼
が
は
っ
き
り
と
結
果

を
出
す
か
ら
だ
と
思
う
▼
先

の
衆
院
選
の
結
果
は
振
り
子

が
大
き
く
反
対
の
方
向
に
触

れ
、
民
主
党
の
圧
勝
で
あ
っ

た
。
良
く
な
る
も
、
そ
の
逆

も
民
意
で
あ
る
。
大
き
な
期

待
を
か
け
ら
れ
た
新
政
権
に

も
、
イ
チ
ロ
ー
と
同
じ
く
結

果
を
出
せ
ば
国
民
も
納
得
す

る
。
し
ば
ら
く
静
観
し
見
守

ろ
う
。
選
ん
で
い
な
く
て
も
。

（
Ｋ
・
Ｍ
）

　
「
自
然
の
草
花
を
、そ

の
ま
ま
に
残
し
た
い
」
と

始
め
た
押
し
花
。

　
早
い
も
の
で
、三
十
数

年
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、す

ば
ら
し
い
仲
間
た
ち
に
恵

ま
れ
て
い
る
お
か
げ
だ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
展
も
早
い
も
の

で
、今
回
で
２７
回
を
数
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
作
品
展
は
、善

通
寺
市
美
術
館
で
一
週
間

開
催
し
、そ
の
間
、テ
レ

ビ
、
新
聞
に
と
報
道
さ

れ
、と
て
も
好
評
の
う
ち

に
終
わ
り
、生
徒
と
も
ど

も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
後
の
作
品
作

り
に
、と
て
も
励

み
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
、
教
室

は
、丸
亀
、高
松
、

三
木
教
室
と
開

い
て
い
ま
す
。

　
三
木
教
室
は
、

池
戸
商
工
セ
ン

タ
ー
に
て
、第
一
、

第
三
の
木
曜
日

に
、午
後
１
時
３０

分
か
ら
４
時
３０

分
ま
で
、レ
ッ
ス

ン
を
し
て
い
ま

す
。

　
お
近
く
に
お
越
し
の
際

は
、の
ぞ
い
て
見
て
は
い

か
が
で
す
か
。

ク
レ
マ
チ
ス
押
し
花
ク
ラ
ブ

元
気
な
グ
ル
�
プ
紹
介

講
師

　香
西
洋
子

　本
会
議
の
傍
聴
人
の
定
員
は
、
30
人

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
日
の
午
前
８

時
30
分
で
傍
聴
希
望
者
が
30
人
を
超

え
る
場
合
は
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　な
お
、
定
員
の
30
人
に
満
た
な
い
場

合
に
は
、
先
着
順
に
事
務
所
に
て
所
定

の
手
続
き
の
後
、
随
時
、
傍
聴
券
を
お

渡
し
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
、
議
会
事
務
局
へ

　

  

（
０
８
７
）
８
９
１
ー
３
３
１
１

　次
の
定
例
議
会
は
、
12
月
中
旬
頃
の

予
定
で
す
。

　
平
成
21
年
９
月
定
例
議
会
か
ら
、
議
会
の
開

催
日
程
を
、
従
来
の
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加

え
、
防
災
ラ
ジ
オ
で
も
、
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
日
は
、
議
会
の
会
期
日
程
決
定
日
の
翌

日
か
ら
、
本
会
議
閉
会
ま
で
の
毎
日
、
ま
た
、

本
会
議
当
日
に
は
、
そ
の
日
の
日
程
や
、一
般

質
問
の
各
議
員
の
質
問
順
な
ど
を
放
送
し
て

い
ま
す
。

　
も
う
、
お
聞
き
に
な
り
ま
し
た
か
。

防
災
ラ
ジ
オ
で
定
例
議
会
の

日
程
を
放
送
開
始

お
気
軽
に
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

▲

作
品
展
を
励
み
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

獅鼓舞のリズムにのって

2009.October
№129

■議案を審議
コミュニティバスを買い替えへ

■一般質問
5人が登壇・町長に見解を求める

■特　集
20年度決算まとまる

■委員会レポート

■請願・陳情のゆくえ

............................................... 3

............................................. 4～8

......................................................... 9

................................10～11

............................... 12

■第14回 追跡リポート

■元気なグループ紹介
クレマチス押し花クラブ

.................... 13

....................... 14

9月定例議会 三
木
町
議
会
だ
よ
り

 編
集

　議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
7
6
1
‐
0
6
9
2

 香
川
県
木
田
郡
三
木
町
大
字
氷
上
3
1
0

 

☎
0
8
7
（
8
9
1
）
3
3
1
1

№129

平
成
21
年
10
月
20
日
発
行

推奨花木：キンモクセイ



　
　

　
　契
約
価
額
が
１
８
０

０
万
円
余
で
あ
り
、
な
ぜ

１
社
と
の
随
意
契
約
と
な

っ
た
の
か
。

　
　政
策
情
報
課
長

　利
用
者
が
乗
降
し
や
す

い
低
床
（
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
）

の
特
殊
車
両
の
た
め
、
製

造
会
社
が
限
ら
れ
、
１
社

で
あ
っ
た
た
め
に
、
随
意

契
約
と
な
っ
た
。
県
下
で

同
車
種
を
導
入
し
て
い

る
、
丸
亀
市
お
よ
び
三
豊

市
を
参
考
に
し
た
。

　
　改
正
の
内
容
は
。

　
　健
康
福
祉
課
長

　国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
ま
た
は
被
保
険
者
で

あ
っ
た
者
が
、
平
成
21
年

10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
出

産
し
た
と
き
に
支
給
す
る

出
産
育
児
一
時
金
を
、
現

在
の
35
万
円
か
ら
４
万
円

引
き
上
げ
39
万
円
と
す

る
。
ま
た
、
産
科
医
療
補

償
制
度
加
算
分
３
万
円
を

合
わ
せ
、
総
額
42
万
円
と

す
る
。

　井
戸
地
区
の
福
祉
施
設

整
備
に
伴
う
周
辺
整
備
事

業
と
し
て
、
水
路
改
修
工

事
を
行
う
。

　
　分
水
、
堰
等
複
雑
な

問
題
を
含
む
場
合
も
あ
る

が
、
地
元
と
十
分
な
協
議

は
で
き
て
い
る
か
。

　
　産
業
振
興
課
長

　地
元
代
表
者
や
地
権
者

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

お
り
、
な
お
十
分
に
相
談

し
、
周
知
に
も
努
め
る
。

　
　議
決
が
必
要
な
土
地
改

良
事
業
は
、
本
件
の
み
か
。

　ま
た
、
全
体
の
事
業
費
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　
　産
業
振
興
課
長

　本
年
度
に
つ
い
て
は
、

本
案
１
件
で
あ
る
。

　ま
た
、
全
体
の
事
業
費

は
、
３
０
０
０
万
円
程
度

の
予
定
で
あ
る
。

　当
初
は
、
９
０
０
ｍ
程

度
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

10
年
間
で
実
施
と
い
う
制

約
も
あ
り
、
全
て
の
改
修

は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

答 問

問 答答

問

答 問

三
木
町
営
土
地
改
良

事
業
の
施
行

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

新
車
を
購
入

出
産
育
児
一
時
金
を

期
間
を
定
め
て
増
額

議 案 を審 議

議

会

の

動

き

議
会
広
報
編
集
委
員
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

香
川
県
広
報
発
行
町
議
会
連
絡
協
議
会

定
例
会
及
び
研
修
会

行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会

環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

第
４
回
臨
時
議
会

行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

下
水
道
推
進
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

第
３
回
定
例
議
会
開
会
（
議
案
の
上
程
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
、
議
案
の
上
程
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

本
会
議
（
議
案
の
質
疑
）

教
育
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
議
案
の
討
論
、
採
決
、

追
加
議
案
の
上
程
、
採
決
）

7
・
2914

7
・
2

7
・
230

7
・
2

8
・
611

7
・
219

7
・
22526

9
・
29

7
・
2

7
・
210

7
・
2111416

7
・
2

▲新しくなります（現在の車両）

　平
成
２１
年
第
３
回
定
例
議
会
は
、
９
月
９
日
か
ら
１６
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
た
。

　初
日
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
購
入
契
約
案
や
、
出
産
育
児
一
時
金
を
期
間
を
定
め
て
増
額
す
る
案
な
ど
８
議
案
が
上
程

さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
２０
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
お
よ
び
、
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
提
出
さ
れ
、
各
決
算
を
審
査
す

る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
、
５
人
が
質
問
に
立
ち
、
政
権
交
代
に
よ
る
町
政
へ
の
影
響
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
下
水
道
事
業
、

少
子
高
齢
化
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
を
求
め
た
。

　今
期
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
た
８
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
ま
た
、
人
事
案
件
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
２
人
の
任
命
に
同
意
し
閉
会
し
た
。

9月
定例議会

▲本会議採決の模様

　主
な
内
容
は
、
歳
入
で

は
、
普
通
交
付
税
１
億
６

０
０
０
万
円
の
追
加
、
国

庫
支
出
金
４
７
１
３
万
円

余
の
追
加
な
ど
で
あ
る
。

　一
方
、
歳
出
で
は
、
財

政
調
整
基
金
へ
１
億
４
２

１
８
万
円
余
の
追
加
、
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
費
へ

１
２
１
２
万
円
余
の
追

加
、
子
育
て
応
援
特
別
手

当
２
８
８
０
万
円
、
が
ん

検
診
委
託
料
５
９
７
万
円

等
で
あ
る
。

　
　学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
工
事
の
今
後
の
予
定
お

よ
び
、
事
業
の
内
容
は
。

　
　教
育
総
務
課
長

　小
学
校
、
中
学
校
の
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
、
校

務
用
パ
ソ
コ
ン
等
の
機
器

の
ア
ン
テ
ナ
工
事
お
よ

び
、
L
A
N
工
事
の
実
施

設
計
業
務
で
あ
る
。

　ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
政
策
に
よ
り
、
国
の

概
算
事
業
費
を
要
望
し
て

い
る
が
、
現
在
、
国
の
交

付
金
等
の
割
合
な
ど
の
動

向
が
確
定
し
て
い
な
い
た

め
、
正
式
な
内
定
は
、
ま

だ
受
け
て
い
な
い
。

　事
業
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
国
の
動
向
に

も
よ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
政
権
交
代
と
な

り
、
補
正
予
算
の
対
応
が

不
透
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
う
。

　混
乱
し
な
い
よ
う
、
早

め
の
対
応
、
対
策
等
に
つ

い
て
協
議
し
、
慎
重
に
進

め
て
ほ
し
い
。

答 問

一
般
会
計

補
正
予
算

学
校
施
設
整
備
工
事
実
施

設
計
等
委
託
料
に
１
０
０
万
円

会 　 計 　 名 補 　 正 　 額 補正後の総額

一般会計（第４号）

一般会計（第５号）

国民健康保険事業

老 人 保 健

介護保険事業

５８８万７千円　追加

２億６,２７７万５千円　追加

２億２,５４３万９千円　追加

　　１,３２２万９千円　追加

　　４,６６１万７千円　追加

８４億６,８０９万５千円

８７億３,０８７万円　  

３２億　６５３万９千円

　　 ２,０９２万９千円

２２億５,５３１万７千円

特
別
会
計

●平成21年度　各会計予算の補正
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価
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８
０

０
万
円
余
で
あ
り
、
な
ぜ

１
社
と
の
随
意
契
約
と
な

っ
た
の
か
。

　
　政
策
情
報
課
長

　利
用
者
が
乗
降
し
や
す

い
低
床
（
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
）

の
特
殊
車
両
の
た
め
、
製

造
会
社
が
限
ら
れ
、
１
社

で
あ
っ
た
た
め
に
、
随
意

契
約
と
な
っ
た
。
県
下
で

同
車
種
を
導
入
し
て
い

る
、
丸
亀
市
お
よ
び
三
豊

市
を
参
考
に
し
た
。

　
　改
正
の
内
容
は
。

　
　健
康
福
祉
課
長

　国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
ま
た
は
被
保
険
者
で

あ
っ
た
者
が
、
平
成
21
年

10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
出

産
し
た
と
き
に
支
給
す
る

出
産
育
児
一
時
金
を
、
現

在
の
35
万
円
か
ら
４
万
円

引
き
上
げ
39
万
円
と
す

る
。
ま
た
、
産
科
医
療
補

償
制
度
加
算
分
３
万
円
を

合
わ
せ
、
総
額
42
万
円
と

す
る
。

　井
戸
地
区
の
福
祉
施
設

整
備
に
伴
う
周
辺
整
備
事

業
と
し
て
、
水
路
改
修
工

事
を
行
う
。

　
　分
水
、
堰
等
複
雑
な

問
題
を
含
む
場
合
も
あ
る

が
、
地
元
と
十
分
な
協
議

は
で
き
て
い
る
か
。

　
　産
業
振
興
課
長

　地
元
代
表
者
や
地
権
者

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

お
り
、
な
お
十
分
に
相
談

し
、
周
知
に
も
努
め
る
。

　
　議
決
が
必
要
な
土
地
改

良
事
業
は
、
本
件
の
み
か
。

　ま
た
、
全
体
の
事
業
費
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　
　産
業
振
興
課
長

　本
年
度
に
つ
い
て
は
、

本
案
１
件
で
あ
る
。

　ま
た
、
全
体
の
事
業
費

は
、
３
０
０
０
万
円
程
度

の
予
定
で
あ
る
。

　当
初
は
、
９
０
０
ｍ
程

度
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

10
年
間
で
実
施
と
い
う
制

約
も
あ
り
、
全
て
の
改
修

は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

答 問

問 答答

問

答 問

三
木
町
営
土
地
改
良

事
業
の
施
行

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

新
車
を
購
入

出
産
育
児
一
時
金
を

期
間
を
定
め
て
増
額

議 案 を審 議

議

会

の

動

き

議
会
広
報
編
集
委
員
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

香
川
県
広
報
発
行
町
議
会
連
絡
協
議
会

定
例
会
及
び
研
修
会

行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会

環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

第
４
回
臨
時
議
会

行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

下
水
道
推
進
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

第
３
回
定
例
議
会
開
会
（
議
案
の
上
程
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
、
議
案
の
上
程
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

本
会
議
（
議
案
の
質
疑
）

教
育
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
議
案
の
討
論
、
採
決
、

追
加
議
案
の
上
程
、
採
決
）

7
・
2914

7
・
2

7
・
230

7
・
2

8
・
611

7
・
219

7
・
22526

9
・
29

7
・
2

7
・
210

7
・
2111416

7
・
2

▲新しくなります（現在の車両）

　平
成
２１
年
第
３
回
定
例
議
会
は
、
９
月
９
日
か
ら
１６
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
た
。

　初
日
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
購
入
契
約
案
や
、
出
産
育
児
一
時
金
を
期
間
を
定
め
て
増
額
す
る
案
な
ど
８
議
案
が
上
程

さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
２０
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
お
よ
び
、
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
提
出
さ
れ
、
各
決
算
を
審
査
す

る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
、
５
人
が
質
問
に
立
ち
、
政
権
交
代
に
よ
る
町
政
へ
の
影
響
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
下
水
道
事
業
、

少
子
高
齢
化
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
を
求
め
た
。

　今
期
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
た
８
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
ま
た
、
人
事
案
件
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
２
人
の
任
命
に
同
意
し
閉
会
し
た
。

9月
定例議会

▲本会議採決の模様

　主
な
内
容
は
、
歳
入
で

は
、
普
通
交
付
税
１
億
６

０
０
０
万
円
の
追
加
、
国

庫
支
出
金
４
７
１
３
万
円

余
の
追
加
な
ど
で
あ
る
。

　一
方
、
歳
出
で
は
、
財

政
調
整
基
金
へ
１
億
４
２

１
８
万
円
余
の
追
加
、
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
費
へ

１
２
１
２
万
円
余
の
追

加
、
子
育
て
応
援
特
別
手

当
２
８
８
０
万
円
、
が
ん

検
診
委
託
料
５
９
７
万
円

等
で
あ
る
。

　
　学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
工
事
の
今
後
の
予
定
お

よ
び
、
事
業
の
内
容
は
。

　
　教
育
総
務
課
長

　小
学
校
、
中
学
校
の
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
、
校

務
用
パ
ソ
コ
ン
等
の
機
器

の
ア
ン
テ
ナ
工
事
お
よ

び
、
L
A
N
工
事
の
実
施

設
計
業
務
で
あ
る
。

　ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
政
策
に
よ
り
、
国
の

概
算
事
業
費
を
要
望
し
て

い
る
が
、
現
在
、
国
の
交

付
金
等
の
割
合
な
ど
の
動

向
が
確
定
し
て
い
な
い
た

め
、
正
式
な
内
定
は
、
ま

だ
受
け
て
い
な
い
。

　事
業
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
国
の
動
向
に

も
よ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
政
権
交
代
と
な

り
、
補
正
予
算
の
対
応
が

不
透
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
う
。

　混
乱
し
な
い
よ
う
、
早

め
の
対
応
、
対
策
等
に
つ

い
て
協
議
し
、
慎
重
に
進

め
て
ほ
し
い
。

答 問

一
般
会
計

補
正
予
算

学
校
施
設
整
備
工
事
実
施

設
計
等
委
託
料
に
１
０
０
万
円

会 　 計 　 名 補 　 正 　 額 補正後の総額

一般会計（第４号）

一般会計（第５号）

国民健康保険事業

老 人 保 健

介護保険事業

５８８万７千円　追加

２億６,２７７万５千円　追加

２億２,５４３万９千円　追加

　　１,３２２万９千円　追加

　　４,６６１万７千円　追加

８４億６,８０９万５千円

８７億３,０８７万円　  

３２億　６５３万９千円

　　 ２,０９２万９千円

２２億５,５３１万７千円

特
別
会
計

●平成21年度　各会計予算の補正

Q
＆

A
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西丸 一明議員

一般質問

　三
木
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
候
補
地
選
定
を
、
い
つ
ま

で
も
引
き
延
ば
す
こ
と
は

出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。

町 

長
　多
く
の
町
民
が
望
ん
で

い
る
下
水
道
整
備
な
の

で
、
決
断
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　県
か
ら
の
指
導
で
、
用

地
変
更
手
続
き
の
期
限
が

示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長

　県
か
ら
は
平
成
２２
年
７

月
に
計
画
変
更
の
申
請
を

し
、
平
成
２３
年
度
中
に
は

工
事
に
着
工
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
指
導
を
受

け
て
い
る
。

 

「
裁
判
に
勝
っ
て
、
条
件

が
整
え
ば
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
建
設
す
る
」

と
言
っ
て
い
た
が
、
裁
判

の
こ
と
を
考
え
る
と
事
実

上
無
理
で
は
な
い
か
。

　

　ど
の
よ
う
な
決
断
を

す
る
の
か
。

町 

長
　裁
判
が
長
期
化
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
今
後
は
、
新
開
地
区

に
や
や
ウ
エ
イ
ト
を
置
い

て
、
住
民
の
理
解
を
得

る
た
め
の
努
力
を
し
て

い
く
。

　当
初
、
隣
接
同
意
は
ほ

ぼ
１
０
０
％
、
周
辺
同
意
は

８０
％
を
目
指
す
と
言
っ
て

い
た
が
、
県
か
ら
、
隣
接
同

意
は
、
ほ
ぼ
で
は
な
く
１

０
０
％
が
必
要
と
の
見
解

が
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。

参
事　隣

接
同
意
は
１
０
０
％

が
必
要
で
あ
る
と
の
県
か

ら
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　現
段
階
で
は
、
１
０
０

％
の
同
意
を
目
指
し
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　県
が
指
導
し
て
い
る
平

成
２２
年
３
月
末
ま
で
に
は

時
間
が
な
い
。

　

　断
念
す
る
の
か
、
見
切

り
発
車
し
て
し
ま
う
の
か
。

町 

長
　多
く
の
町
民
が
望
ん
で

い
る
の
で
、
決
断
を
し
て

い
き
た
い
。

　町
長
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
か
新
開
で
や
る

と
い
う
こ
と
で
、
別
の
方

法
は
考
え
て
い
な
い
と
理

解
し
て
よ
い
か
。

町 

長
　あ
な
た
が
理
解
し
て
お

い
て
ほ
し
い
。

　私
は
申
し
上
げ
た
通
り

で
あ
る
。

　歴
史
的
な
政
権
交
代
に

よ
る
民
主
党
政
権
へ
の
評

価
、
な
ら
び
に
民
主
党
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
分
析
と
町

政
へ
の
影
響
は
。

町 

長
　あ
る
程
度
は
評
価
し
期

待
し
て
い
る
が
、
不
安
も
疑

問
も
感
じ
て
い
る
。

　町
長
は
今
ま
で
の
長
い

行
政
経
験
と
中
央
と
の
太

い
パ
イ
プ
が
一
つ
の
売
り
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
政

治
手
法
は
、
変
化
す
る
民

主
党
政
権
に
、
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。

町 

長
　国
会
議
員
へ
の
パ
イ
プ

も
あ
っ
た
が
、
私
が
自
主
的

に
長
い
間
培
っ
た
官
庁
と

の
人
脈
が
残
っ
て
い
る
の

で
、
支
障
は
な
い
。

処
理
場
用
地
の
選
定
決
断
は

問答
全
力
投
球
し
て
決
め
る

政
権
交
代
へ
の

町
長
の
見
解
は

同
意
が
得
ら
れ
な
く
て
も

新
開
地
区
に
決
め
る
の
か

新
開
地
区
に
ウ
エ
イ
ト

を
置
く

隣
接
同
意
の
条
件
が
厳
し

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

最
終
決
断
は
い
つ
か

政
治
手
法
の
転
換
は

見
切
り
発
車
の

可
能
性
は

▲係争中のウォーキングセンター

　各
下
水
処
理
場
の
名
称
を
、

次
の
と
お
り
統
一
い
た
し
ま
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
の
処
理
場

を
、三
木
浄
化
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

■
農
業
集
落
排
水
事
業
三
木

東
の
処
理
場
を
、
三
木
東
浄
化

セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

※
尚
、
い
ず
れ
も
仮
称
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り
に

つ
い
て
は
、仮
称
は
省
き
ま
す
。

 

衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
民

主
党
の
歴
史
的
な
大
勝
利

で
政
権
交
代
が
確
定
し

た
。　今

後
、
民
主
党
は
、
衆

議
院
選
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政

権
公
約
）
で
掲
げ
た
政
策

を
実
現
す
る
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
を
合
わ
せ
た
国
の

総
予
算
の
約
２
０
７
兆
円

の
組
み
替
え
を
、
来
年
の

通
常
国
会
（
１
月
）
に
行
う

と
し
て
い
る
。

　本
町
が
関
係
す
る
事
業

に
現
段
階
に
お
い
て
、
政

権
交
代
が
、
町
政
に
与
え

る
影
響
と
対
策
を
示
せ
。

町 

長
　民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
は
、
実
際
に
政
策
と
し

て
具
体
的
に
進
ん
で
い
な

い
た
め
、
地
方
に
対
す
る

し
わ
寄
せ
な
ど
は
、
分
か

っ
て
い
な
い
が
、
私
の
感

想
は
、
こ
の
政
権
公
約
ど

お
り
実
現
す
る
と
す
れ

ば
、
期
待
も
し
て
い
る

が
、
疑
問
も
何
点
か
あ

り
、
ま
た
、
不
安
も
か
な

り
あ
る
。
全
体
的
に
ス
タ

ー
ト
し
て
み
な
け
れ
ば
分

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
地

方
が
自
主
的
に
使
え
る

財
源
確
保
が
で
き
れ
ば

期
待
で
き
る
。

　今
後
、
新
政
権
の
動

向
を
、
静
か
に
見
守
っ
て

い
き
た
い
。

　国
は
、
２
０
１
０
年
度

予
算
の
概
算
要
求
の
際
、

国
土
交
通
省
、
下
水
道
普

及
事
業
な
ど
、
無
駄
の
削

減
や
効
率
化
な
ど
で
、
コ

ス
ト
削
減
と
示
さ
れ
て
い

る
が
、
本
町
は
ど
う
考
え

る
の
か
。

上
下
水
道
課
長

　今
後
は
、
費
用
対
効

果
が
低
い
地
域
の
見
直

し
等
、
幅
広
く
情
報
収

集
し
、
下
水
道
事
業
へ
の

影
響
な
ど
を
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
き
た
い
。

　国
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
を
国
家
の
危

機
管
理
に
関
わ
る
重
要
な

課
題
と
位
置
付
け
、
流
行

に
備
え
た
準
備
を
早
急
に

進
め
て
い
る
が
、
本
町
の

対
策
と
対
応
は
で
き
て
い

る
か
。
ま
た
、
教
育
現
場

の
対
応
は
。

町 

長
　私
を
本
部
長

と
す
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
本
部
を
設

置
し
、
現
在
、

行
動
計
画
に
基

づ
き
消
毒
液
、

マ
ス
ク
、
赤
外

線
体
温
計
な

ど
、
備
蓄
消
耗

品
の
確
保
を
行

っ
て
い
る
。

　ま
た
、
感
染

防
止
策
と
し

て
、
全
公
共
施

設
に
消
毒
液
を

設
置
す
る
と
と

も
に
、
今

後

も
、
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
し
、
住
民
の
健
康

と
生
活
を
守
る
た
め
、

適
切
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

教
育
長

　教
育
現
場
の
対
応

は
、
香
川
県
教
育
委
員

会
教
育
長
の
通
知
に
基

づ
き
、
町
教
委
も
町
対

策
本
部
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
既
に
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
に
周
知
・

確
認
し
、
実
施
体
制
に

入
っ
て
い
る
。

 

小
・
中
学
校
で
は
、
同

一
学
級
内
で
７
日
以
内

に
２
人
以
上
の
発
生
が

あ
っ
た
段
階
で
臨
時
休

校
の
検
討
に
入
り
、
さ

ら
に
４
人
か
ら
６
人
と

平
素
の
欠
席
率
よ
り
急

速
に
高
く
な
る
場
合
、

学
級
閉
鎖
や
学
年
閉
鎖

等
の
措
置
を
と
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
そ
の
期
間

は
５
日
間
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
。

　住
宅
用
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
対
し
、

今
後
、
本
町
は
補
助
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　財

政
面
の
負
担
も
発

生
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
他
市
町
の
状
況
を

見
守
り
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

香西 義典議員

一般質問

▲適切な対策・対応を

政
権
交
代
が
、

　町
政
に
与
え
る
影
響
は

問答
期
待
・
疑
問
・
不
安
が
あ
る

感
染
が
拡
大
し
て
い
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

温
室
ガ
ス
の
排
出
量
の

削
減
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
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西丸 一明議員

一般質問

　三
木
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
候
補
地
選
定
を
、
い
つ
ま

で
も
引
き
延
ば
す
こ
と
は

出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。

町 

長
　多
く
の
町
民
が
望
ん
で

い
る
下
水
道
整
備
な
の

で
、
決
断
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　県
か
ら
の
指
導
で
、
用

地
変
更
手
続
き
の
期
限
が

示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長

　県
か
ら
は
平
成
２２
年
７

月
に
計
画
変
更
の
申
請
を

し
、
平
成
２３
年
度
中
に
は

工
事
に
着
工
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
指
導
を
受

け
て
い
る
。

 

「
裁
判
に
勝
っ
て
、
条
件

が
整
え
ば
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
建
設
す
る
」

と
言
っ
て
い
た
が
、
裁
判

の
こ
と
を
考
え
る
と
事
実

上
無
理
で
は
な
い
か
。

　

　ど
の
よ
う
な
決
断
を

す
る
の
か
。

町 

長
　裁
判
が
長
期
化
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
今
後
は
、
新
開
地
区

に
や
や
ウ
エ
イ
ト
を
置
い

て
、
住
民
の
理
解
を
得

る
た
め
の
努
力
を
し
て

い
く
。

　当
初
、
隣
接
同
意
は
ほ

ぼ
１
０
０
％
、
周
辺
同
意
は

８０
％
を
目
指
す
と
言
っ
て

い
た
が
、
県
か
ら
、
隣
接
同

意
は
、
ほ
ぼ
で
は
な
く
１

０
０
％
が
必
要
と
の
見
解

が
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。

参
事　隣

接
同
意
は
１
０
０
％

が
必
要
で
あ
る
と
の
県
か

ら
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　現
段
階
で
は
、
１
０
０

％
の
同
意
を
目
指
し
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　県
が
指
導
し
て
い
る
平

成
２２
年
３
月
末
ま
で
に
は

時
間
が
な
い
。

　

　断
念
す
る
の
か
、
見
切

り
発
車
し
て
し
ま
う
の
か
。

町 

長
　多
く
の
町
民
が
望
ん
で

い
る
の
で
、
決
断
を
し
て

い
き
た
い
。

　町
長
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
か
新
開
で
や
る

と
い
う
こ
と
で
、
別
の
方

法
は
考
え
て
い
な
い
と
理

解
し
て
よ
い
か
。

町 

長
　あ
な
た
が
理
解
し
て
お

い
て
ほ
し
い
。

　私
は
申
し
上
げ
た
通
り

で
あ
る
。

　歴
史
的
な
政
権
交
代
に

よ
る
民
主
党
政
権
へ
の
評

価
、
な
ら
び
に
民
主
党
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
分
析
と
町

政
へ
の
影
響
は
。

町 

長
　あ
る
程
度
は
評
価
し
期

待
し
て
い
る
が
、
不
安
も
疑

問
も
感
じ
て
い
る
。

　町
長
は
今
ま
で
の
長
い

行
政
経
験
と
中
央
と
の
太

い
パ
イ
プ
が
一
つ
の
売
り
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
政

治
手
法
は
、
変
化
す
る
民

主
党
政
権
に
、
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。

町 

長
　国
会
議
員
へ
の
パ
イ
プ

も
あ
っ
た
が
、
私
が
自
主
的

に
長
い
間
培
っ
た
官
庁
と

の
人
脈
が
残
っ
て
い
る
の

で
、
支
障
は
な
い
。

処
理
場
用
地
の
選
定
決
断
は

問答
全
力
投
球
し
て
決
め
る

政
権
交
代
へ
の

町
長
の
見
解
は

同
意
が
得
ら
れ
な
く
て
も

新
開
地
区
に
決
め
る
の
か

新
開
地
区
に
ウ
エ
イ
ト

を
置
く

隣
接
同
意
の
条
件
が
厳
し

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

最
終
決
断
は
い
つ
か

政
治
手
法
の
転
換
は

見
切
り
発
車
の

可
能
性
は

▲係争中のウォーキングセンター

　各
下
水
処
理
場
の
名
称
を
、

次
の
と
お
り
統
一
い
た
し
ま
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
の
処
理
場

を
、三
木
浄
化
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

■
農
業
集
落
排
水
事
業
三
木

東
の
処
理
場
を
、
三
木
東
浄
化

セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

※
尚
、
い
ず
れ
も
仮
称
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り
に

つ
い
て
は
、仮
称
は
省
き
ま
す
。

 

衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
民

主
党
の
歴
史
的
な
大
勝
利

で
政
権
交
代
が
確
定
し

た
。　今

後
、
民
主
党
は
、
衆

議
院
選
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政

権
公
約
）
で
掲
げ
た
政
策

を
実
現
す
る
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
を
合
わ
せ
た
国
の

総
予
算
の
約
２
０
７
兆
円

の
組
み
替
え
を
、
来
年
の

通
常
国
会
（
１
月
）
に
行
う

と
し
て
い
る
。

　本
町
が
関
係
す
る
事
業

に
現
段
階
に
お
い
て
、
政

権
交
代
が
、
町
政
に
与
え

る
影
響
と
対
策
を
示
せ
。

町 

長
　民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
は
、
実
際
に
政
策
と
し

て
具
体
的
に
進
ん
で
い
な

い
た
め
、
地
方
に
対
す
る

し
わ
寄
せ
な
ど
は
、
分
か

っ
て
い
な
い
が
、
私
の
感

想
は
、
こ
の
政
権
公
約
ど

お
り
実
現
す
る
と
す
れ

ば
、
期
待
も
し
て
い
る

が
、
疑
問
も
何
点
か
あ

り
、
ま
た
、
不
安
も
か
な

り
あ
る
。
全
体
的
に
ス
タ

ー
ト
し
て
み
な
け
れ
ば
分

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
地

方
が
自
主
的
に
使
え
る

財
源
確
保
が
で
き
れ
ば

期
待
で
き
る
。

　今
後
、
新
政
権
の
動

向
を
、
静
か
に
見
守
っ
て

い
き
た
い
。

　国
は
、
２
０
１
０
年
度

予
算
の
概
算
要
求
の
際
、

国
土
交
通
省
、
下
水
道
普

及
事
業
な
ど
、
無
駄
の
削

減
や
効
率
化
な
ど
で
、
コ

ス
ト
削
減
と
示
さ
れ
て
い

る
が
、
本
町
は
ど
う
考
え

る
の
か
。

上
下
水
道
課
長

　今
後
は
、
費
用
対
効

果
が
低
い
地
域
の
見
直

し
等
、
幅
広
く
情
報
収

集
し
、
下
水
道
事
業
へ
の

影
響
な
ど
を
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
き
た
い
。

　国
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
を
国
家
の
危

機
管
理
に
関
わ
る
重
要
な

課
題
と
位
置
付
け
、
流
行

に
備
え
た
準
備
を
早
急
に

進
め
て
い
る
が
、
本
町
の

対
策
と
対
応
は
で
き
て
い

る
か
。
ま
た
、
教
育
現
場

の
対
応
は
。

町 

長
　私
を
本
部
長

と
す
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
本
部
を
設

置
し
、
現
在
、

行
動
計
画
に
基

づ
き
消
毒
液
、

マ
ス
ク
、
赤
外

線
体
温
計
な

ど
、
備
蓄
消
耗

品
の
確
保
を
行

っ
て
い
る
。

　ま
た
、
感
染

防
止
策
と
し

て
、
全
公
共
施

設
に
消
毒
液
を

設
置
す
る
と
と

も
に
、
今

後

も
、
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
し
、
住
民
の
健
康

と
生
活
を
守
る
た
め
、

適
切
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

教
育
長

　教
育
現
場
の
対
応

は
、
香
川
県
教
育
委
員

会
教
育
長
の
通
知
に
基

づ
き
、
町
教
委
も
町
対

策
本
部
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
既
に
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
に
周
知
・

確
認
し
、
実
施
体
制
に

入
っ
て
い
る
。

 

小
・
中
学
校
で
は
、
同

一
学
級
内
で
７
日
以
内

に
２
人
以
上
の
発
生
が

あ
っ
た
段
階
で
臨
時
休

校
の
検
討
に
入
り
、
さ

ら
に
４
人
か
ら
６
人
と

平
素
の
欠
席
率
よ
り
急

速
に
高
く
な
る
場
合
、

学
級
閉
鎖
や
学
年
閉
鎖

等
の
措
置
を
と
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
そ
の
期
間

は
５
日
間
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
。

　住
宅
用
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
対
し
、

今
後
、
本
町
は
補
助
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　財

政
面
の
負
担
も
発

生
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
他
市
町
の
状
況
を

見
守
り
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

香西 義典議員

一般質問

▲適切な対策・対応を

政
権
交
代
が
、

　町
政
に
与
え
る
影
響
は

問答
期
待
・
疑
問
・
不
安
が
あ
る

感
染
が
拡
大
し
て
い
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

温
室
ガ
ス
の
排
出
量
の

削
減
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
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当
町
に
お
け
る
投
票
率
結

果
の
総
括
と
、
今
後
も
含

め
た
投
票
率
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

町 

長
　今
回
は
、
政
権
・
政
策

選
定
を
争
点
と
し
た
各

党
間
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選

挙
と
い
う
こ
と
で
、
世
間

の
注
目
度
が
非
常
に
高

く
、
通
常
の
啓
発
活
動

と
も
相
ま
っ
て
投
票
率

が
高
く
な
っ
た
。

　ま
た
、
期
日
前
投
票

の
認
知
度
の
高
さ
も
好

結
果
に
つ
な
が
っ
た
。

　引
き
続
き
、
比
較
的

投
票
率
の
低
い
と
思
わ

れ
る
若
年
層
に
、
本
制
度

の
利
用
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
、
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　有
権
者
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た

期
日
前
投
票
は
、
投
票
率

向
上
へ
効
果
を
発
揮
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　現
在
、
三
木
町
で
は
こ
の

投
票
は
本
庁
の
み
で
し
か

行
え
な
い
が
、
そ
の
投
票
所

を
増
設
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　複
数
の
期
日
前
投
票
所

を
設
け
た
場
合
、
二
重
投
票

の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。

　そ
の
対
策
に
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
向
け
た
投
票

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必

要
と
な
る
等
、
か
な
り
の
設

営
経
費
が
か
か
る
と
い
う

事
実
も
あ
る
。

　こ
れ
ら
す
べ
て
の
問
題

を
解
決
せ
ず
し
て
、
投
票

所
の
増
設
は
あ
り
得
な
い
。

　８
月
３０
日
、
日
本
史
に
新

た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
た
。

　政
権
選
択
選
挙
と
言
わ

れ
た
今
回
の
衆
院
選
は
終

始
、
自
民
党
劣
勢
の
ま
ま

投
票
日
を
迎
え
、
結
果
民

主
党
の
大
勝
利
で
幕
を
閉

じ
た
。

　そ
こ
で
、
政
権
交
代
が

現
実
に
な
り
、
「
三
木
町
い

し
は
ら
丸
」
の
航
路
図
に

変
化
は
あ
る
の
か
。
こ
れ
か

ら
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

伺
う
。

町 

長
　国
・
地
方
と
も
に
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、

継
続
的
な
財
源
確
保
は

不
透
明
で
あ
る
。
安
定

的
な
財
政
運
営
を
確
保

す
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

　民
意
は
、
国
民
生
活
第

一
の
、
安
心
優
先
の
政
治

を
求
め
て
い
る
の
が
結
果

に
表
れ
た
。

　当
町
の
行
財
政
運
営
に

も
、
事
業
内
容
や
優
先
順

位
の
見
直
し
を
図
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

町 

長
　住
民
福
祉
の
向
上

や
、
ま
ち
の
発
展
な
ど
、

積
極
的
に
進
め
、
鳩
山

政
権
の
ス
タ
ー
ト
し
た

今
後
を
、
静
か
に
見
守

っ
て
い
き
た
い
。

　現
在
議
論
が
行
な
わ
れ

て
い
る
「
地
方
分
権
」
や

「
道
州
制
」
は
、
あ
く
ま
で

も
中
央
発
信
の
動
き
で
あ

り
、
国
民
主
権
の
本
質
を
考

え
る
な
ら
ば
、
地
方
先
発
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

　ま
さ
に
今
、
各
地
域
、
各

自
治
体
に
お
い
て
、
創
意
と

工
夫
を
持
っ
た
独
自
の
行

政
活
動
が
重
要
で
あ
る
。
地

域
再
生
に
向
け
、
政
府
か
ら

地
域
の
新
し
い
取
り
組
み

に
、
も
っ
と
支
援
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
願
う
。

　そ
こ
で
、
地
域
再
生
の
政

策
の
一
つ
で
あ
る
「
頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
、
本
町
の
取
り
組
み

内
容
を
伺
う
。

町 

長
　本
町
で
は
、
子
育
て
支

援
券
交
付
事
業
を
「
少
子

化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
運
行
に
よ
る
交
通

手
段
の
利
便
性
の
向
上
な

ど
、
広
域
交
通
の
活
性
化

を
図
る
「
ま
ち
な
か
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
二
つ
に

つ
い
て
、
平
成
１９
年
度
か

ら
３
か
年
で
の
成
果
目
標

を
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い

る
。　今

後
は
、
自
主
的
、
立

体
的
に
、
財
政
力
強
化
に

努
め
な
が
ら
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
、
積
極
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

▲現在の期日前投票所

期
日
前
投
票
所
の

　増
設
を
検
討
せ
よ

問答
設
営
経
費
な
ど
、解
決
す
べ
き
問
題
が
多
い

元
気
な
地
方
を

目
指
し
て

松原 哲也議員

一般質問

政
権
交
代
に
思
ふ

渡辺 達実議員

一般質問

　三
木
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

建
設
地
お
よ
び
、
処
理
水

の
放
流
に
つ
い
て
、
説
明
会

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
進
捗
状
況
か
。

町 

長
　三
木
浄
化
セ
ン
タ
ー
建

設
用
地
の
未
買
収
地
に
つ

い
て
は
、
第
一
期
工
事
に

影
響
は
な
い
が
、
地
元
住

民
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る

隣
接
地
の
ほ
場
整
備
計

画
と
併
せ
て
、
今
後
も
協

議
を
進
め
て
い
く
。

　隣
接
の
四
角
寺
南
団
地

や
鍋
渕
集
落
な
ど
、
住
民

の
皆
様
に
対
す
る
説
明
会

を
順
次
開
催
し
、
ご
理
解

を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　新
川
で
計
画
し
て
い
る

処
理
水
の
放
流
先
に
つ
い

て
は
、
下
流
域
の
男
井
間

池
土
地
改
良
区
な
ど
、
４

土
地
改
良
区
が
理
解
を
示

し
て
く
れ
な
い
状
況
。
処

理
水
を
新
川
に
放
流
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
的

に
は
排
水
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
お
り
、
問
題
が
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。
放

流
に
つ
い
て
は
、
ご
理
解

を
得
た
上
で
、
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　将
来
、
下
水
道
整
備
が

進
め
ば
、
新
川
の
水
量
が

減
少
し
、
農
業
用
水
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考

え
て
お
り
、
処
理
水
を
た

め
池
な
ど
に
放
流
し
、
農

業
用
水
に
再
利
用
す
る
こ

と
も
含
め
て
、
関
係
水
利

組
合
等
と
協
議
を
進
め
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　裁
判
に
ま
で
な
っ
て
い
る

農
業
集
落
排
水
事
業
。

 

地
元
の
理
解
を
得
る
活
動

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

町 

長
　裁
判
に
勝
訴
し
、
条

件
が
整
え
ば
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
建
設
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　三
木
東
地
区
の
現
在

の
事
業
が
今
年
度
で
終

了
す
る
た
め
、
裁
判
を

理
由
に
事
業
期
間
を
延

伸
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

国
が
許
可
し
な
い
可
能

性
も
あ
る
の
で
、
場
所

を
早
急
に
決
定
し
、
建

設
に
着
工
す
る
よ
う
に

と
県
か
ら
指
導
が
あ

り
、
今
後
、
新
開
地
区
に

や
や
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て

進
め
て
い
き
た
い
。

　今
後
も
、
周
辺
住
民
の

方
な
ど
関
係
者
に
対
し

て
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応

し
、
早
期
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
努
力
し
て
い
く
。

　自
民
党
政
権
が
、
国
民
の

厳
し
い
審
判
を
受
け
、
民
主

党
を
中
心
と
し
た
新
た
な

政
権
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
町
長
の
考
え
と
決

意
を
問
う
。

町 

長
　明
治
維
新
以
来
の
中
央

集
権
国
家
か
ら
、
新
た
な

地
方
分
権
国
家
へ
の
移
行

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　今
後
、
三
党
連
立
政
権

の
も
と
で
実
施
さ
れ
る
政

策
に
沿
っ
た
新
た
な
施
策

や
、
廃
止
・
縮
小
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
施
策
も
あ
る

と
思
う
が
、
政
権
が
交
代

し
よ
う
と
も
、
町
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
、
必
要
な

施
策
の
実
行
に
向
け
、
全

力
を
尽
く
し
て
い
く
。

　県
内
の
琴
平
町
で
発
生

し
た
幹
部
職
員
に
よ
る
不
正

借
入
金
問
題
。
公
印
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
た
問
題
で
あ

る
。
三
木
町
の
状
況
の
確
認

も
含
め
て
尋
ね
る
。

町 

長
　公
印
の
管
理
は
、「
三
木

町
庶
務
規
則
」
に
規
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
種
類
は
、

町
印
、
町
長
印
、
副
町
長

印
な
ど
の
公
印
が
あ
る
。
堅

固
な
保
管
箱
に
収
納
し
、

厳
重
に
管
守
し
て
い
る
。
公

印
台
帳
を
整
備
し
、
入
念

な
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。

公
印
の
使
用
の
際
は
、
使

用
申
請
書
で
明
確
に
し
、

総
務
課
長
の
許
可
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　さ
ら
に
、
押
印
も
総
務

課
長
の
面
前
で
行
う
な

ど
、
厳
重
な
使
用
体
制
と

し
て
い
る
。
適
正
な
取
り
扱

い
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
、

審
査
、
監
視
体
制
の
一
層
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

▲新川より三木浄化センター用地を臨む

浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
地
お
よ
び
、

　処
理
水
の
放
流
問
題
は

問答
関
係
水
利
組
合
等
と
協
議
を
進
め
て
い
る

公
印
等
の
管
理
は

適
切
か

新
た
な
政
権
に
対
す
る

今
後
の
町
運
営
は
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当
町
に
お
け
る
投
票
率
結

果
の
総
括
と
、
今
後
も
含

め
た
投
票
率
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

町 

長
　今
回
は
、
政
権
・
政
策

選
定
を
争
点
と
し
た
各

党
間
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選

挙
と
い
う
こ
と
で
、
世
間

の
注
目
度
が
非
常
に
高

く
、
通
常
の
啓
発
活
動

と
も
相
ま
っ
て
投
票
率

が
高
く
な
っ
た
。

　ま
た
、
期
日
前
投
票

の
認
知
度
の
高
さ
も
好

結
果
に
つ
な
が
っ
た
。

　引
き
続
き
、
比
較
的

投
票
率
の
低
い
と
思
わ

れ
る
若
年
層
に
、
本
制
度

の
利
用
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
、
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　有
権
者
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た

期
日
前
投
票
は
、
投
票
率

向
上
へ
効
果
を
発
揮
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　現
在
、
三
木
町
で
は
こ
の

投
票
は
本
庁
の
み
で
し
か

行
え
な
い
が
、
そ
の
投
票
所

を
増
設
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　複
数
の
期
日
前
投
票
所

を
設
け
た
場
合
、
二
重
投
票

の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。

　そ
の
対
策
に
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
向
け
た
投
票

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必

要
と
な
る
等
、
か
な
り
の
設

営
経
費
が
か
か
る
と
い
う

事
実
も
あ
る
。

　こ
れ
ら
す
べ
て
の
問
題

を
解
決
せ
ず
し
て
、
投
票

所
の
増
設
は
あ
り
得
な
い
。

　８
月
３０
日
、
日
本
史
に
新

た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
た
。

　政
権
選
択
選
挙
と
言
わ

れ
た
今
回
の
衆
院
選
は
終

始
、
自
民
党
劣
勢
の
ま
ま

投
票
日
を
迎
え
、
結
果
民

主
党
の
大
勝
利
で
幕
を
閉

じ
た
。

　そ
こ
で
、
政
権
交
代
が

現
実
に
な
り
、
「
三
木
町
い

し
は
ら
丸
」
の
航
路
図
に

変
化
は
あ
る
の
か
。
こ
れ
か

ら
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

伺
う
。

町 

長
　国
・
地
方
と
も
に
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、

継
続
的
な
財
源
確
保
は

不
透
明
で
あ
る
。
安
定

的
な
財
政
運
営
を
確
保

す
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

　民
意
は
、
国
民
生
活
第

一
の
、
安
心
優
先
の
政
治

を
求
め
て
い
る
の
が
結
果

に
表
れ
た
。

　当
町
の
行
財
政
運
営
に

も
、
事
業
内
容
や
優
先
順

位
の
見
直
し
を
図
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

町 

長
　住
民
福
祉
の
向
上

や
、
ま
ち
の
発
展
な
ど
、

積
極
的
に
進
め
、
鳩
山

政
権
の
ス
タ
ー
ト
し
た

今
後
を
、
静
か
に
見
守

っ
て
い
き
た
い
。

　現
在
議
論
が
行
な
わ
れ

て
い
る
「
地
方
分
権
」
や

「
道
州
制
」
は
、
あ
く
ま
で

も
中
央
発
信
の
動
き
で
あ

り
、
国
民
主
権
の
本
質
を
考

え
る
な
ら
ば
、
地
方
先
発
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

　ま
さ
に
今
、
各
地
域
、
各

自
治
体
に
お
い
て
、
創
意
と

工
夫
を
持
っ
た
独
自
の
行

政
活
動
が
重
要
で
あ
る
。
地

域
再
生
に
向
け
、
政
府
か
ら

地
域
の
新
し
い
取
り
組
み

に
、
も
っ
と
支
援
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
願
う
。

　そ
こ
で
、
地
域
再
生
の
政

策
の
一
つ
で
あ
る
「
頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
、
本
町
の
取
り
組
み

内
容
を
伺
う
。

町 

長
　本
町
で
は
、
子
育
て
支

援
券
交
付
事
業
を
「
少
子

化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
運
行
に
よ
る
交
通

手
段
の
利
便
性
の
向
上
な

ど
、
広
域
交
通
の
活
性
化

を
図
る
「
ま
ち
な
か
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
二
つ
に

つ
い
て
、
平
成
１９
年
度
か

ら
３
か
年
で
の
成
果
目
標

を
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い

る
。　今

後
は
、
自
主
的
、
立

体
的
に
、
財
政
力
強
化
に

努
め
な
が
ら
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
、
積
極
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

▲現在の期日前投票所

期
日
前
投
票
所
の

　増
設
を
検
討
せ
よ

問答
設
営
経
費
な
ど
、解
決
す
べ
き
問
題
が
多
い

元
気
な
地
方
を

目
指
し
て

松原 哲也議員

一般質問

政
権
交
代
に
思
ふ

渡辺 達実議員

一般質問

　三
木
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

建
設
地
お
よ
び
、
処
理
水

の
放
流
に
つ
い
て
、
説
明
会

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
進
捗
状
況
か
。

町 

長
　三
木
浄
化
セ
ン
タ
ー
建

設
用
地
の
未
買
収
地
に
つ

い
て
は
、
第
一
期
工
事
に

影
響
は
な
い
が
、
地
元
住

民
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る

隣
接
地
の
ほ
場
整
備
計

画
と
併
せ
て
、
今
後
も
協

議
を
進
め
て
い
く
。

　隣
接
の
四
角
寺
南
団
地

や
鍋
渕
集
落
な
ど
、
住
民

の
皆
様
に
対
す
る
説
明
会

を
順
次
開
催
し
、
ご
理
解

を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　新
川
で
計
画
し
て
い
る

処
理
水
の
放
流
先
に
つ
い

て
は
、
下
流
域
の
男
井
間

池
土
地
改
良
区
な
ど
、
４

土
地
改
良
区
が
理
解
を
示

し
て
く
れ
な
い
状
況
。
処

理
水
を
新
川
に
放
流
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
的

に
は
排
水
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
お
り
、
問
題
が
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。
放

流
に
つ
い
て
は
、
ご
理
解

を
得
た
上
で
、
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　将
来
、
下
水
道
整
備
が

進
め
ば
、
新
川
の
水
量
が

減
少
し
、
農
業
用
水
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考

え
て
お
り
、
処
理
水
を
た

め
池
な
ど
に
放
流
し
、
農

業
用
水
に
再
利
用
す
る
こ

と
も
含
め
て
、
関
係
水
利

組
合
等
と
協
議
を
進
め
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　裁
判
に
ま
で
な
っ
て
い
る

農
業
集
落
排
水
事
業
。

 

地
元
の
理
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を
得
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ん
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か
。

町 

長
　裁
判
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、
条
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ォ
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で
建
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し
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と
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。
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東
地
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現
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の
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が
今
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で
終

了
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た
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、
裁
判
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業
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延
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、
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が
許
可
し
な
い
可
能

性
も
あ
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で
、
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に
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に
着
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す
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よ
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に

と
県
か
ら
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が
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、
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後
、
新
開
地
区
に

や
や
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て

進
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て
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き
た
い
。
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後
も
、
周
辺
住
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の

方
な
ど
関
係
者
に
対
し

て
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応

し
、
早
期
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
努
力
し
て
い
く
。

　自
民
党
政
権
が
、
国
民
の

厳
し
い
審
判
を
受
け
、
民
主

党
を
中
心
と
し
た
新
た
な

政
権
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
町
長
の
考
え
と
決

意
を
問
う
。
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長
　明
治
維
新
以
来
の
中
央

集
権
国
家
か
ら
、
新
た
な

地
方
分
権
国
家
へ
の
移
行

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　今
後
、
三
党
連
立
政
権

の
も
と
で
実
施
さ
れ
る
政

策
に
沿
っ
た
新
た
な
施
策

や
、
廃
止
・
縮
小
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
施
策
も
あ
る

と
思
う
が
、
政
権
が
交
代

し
よ
う
と
も
、
町
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
、
必
要
な

施
策
の
実
行
に
向
け
、
全

力
を
尽
く
し
て
い
く
。

　県
内
の
琴
平
町
で
発
生

し
た
幹
部
職
員
に
よ
る
不
正

借
入
金
問
題
。
公
印
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
た
問
題
で
あ

る
。
三
木
町
の
状
況
の
確
認

も
含
め
て
尋
ね
る
。

町 

長
　公
印
の
管
理
は
、「
三
木

町
庶
務
規
則
」
に
規
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
種
類
は
、

町
印
、
町
長
印
、
副
町
長

印
な
ど
の
公
印
が
あ
る
。
堅

固
な
保
管
箱
に
収
納
し
、

厳
重
に
管
守
し
て
い
る
。
公

印
台
帳
を
整
備
し
、
入
念

な
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。

公
印
の
使
用
の
際
は
、
使

用
申
請
書
で
明
確
に
し
、

総
務
課
長
の
許
可
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　さ
ら
に
、
押
印
も
総
務

課
長
の
面
前
で
行
う
な

ど
、
厳
重
な
使
用
体
制
と

し
て
い
る
。
適
正
な
取
り
扱

い
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
、

審
査
、
監
視
体
制
の
一
層
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

▲新川より三木浄化センター用地を臨む

浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
地
お
よ
び
、

　処
理
水
の
放
流
問
題
は

問答
関
係
水
利
組
合
等
と
協
議
を
進
め
て
い
る

公
印
等
の
管
理
は

適
切
か

新
た
な
政
権
に
対
す
る

今
後
の
町
運
営
は
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決
算
特
別
委
員
決
ま
る

　平
成
20
年
度
の
一
般
会

計
な
ら
び
に
、
各
特
別
会
計

お
よ
び
、
水
道
事
業
会
計
の

決
算
が
ま
と
ま
り
、
監
査
委

員
の
意
見
書
と
と
も
に
、
各

決
算
書
が
９
月
９
日
の
本

会
議
に
提
出
さ
れ
た
。

　こ
れ
を
受
け
、
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
た
。

　10
月
中
旬
よ
り
本
委
員

会
に
て
、
各
予
算
が
適
正
に

執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
ま

た
、
費
用
対
効
果
な
ど
に
つ

い
て
審
査
す
る
。

20年度決算まとまる

歳 入

歳 出

９１億９,１６２万１,４２６円

８７億４,１９６万  ６６１円
９６億４,７５６万５,０００円一般会計

歳 入

歳 出

３０億４,６５７万４,７４５円

２８億３,４９７万８,７８４円
３２億８,１６４万８,０００円国民健康保険

事業特別会計

歳 入

歳 出

４億４,２３５万２,７９３円

４億３,６１３万６,６０５円
４億４,２０２万２,０００円老人保健

特別会計

歳 入

歳 出

１,０４２万５,６１２円

９１５万１,０５０円
１,０４０万円簡易水道事業

特別会計

歳 入

歳 出

１億３,６６８万１,３９８円

１億  １７２万９,４１１円
１億１,９５２万５,０００円農業集落排水

事業特別会計

歳 入

歳 出

２１億  ４３０万１,８５４円

２０億５,７６８万３,１３６円
２１億２,５８７万８,０００円介護保険事業

特別会計

歳 入

歳 出

５億７,０２０万９,９３４円

４億１,１１７万２,３６９円
２４億４,２１３万６,０００円公共下水道事業

特別会計

歳 入

歳 出

１,９２４万７,５３６円

１,５８６万９,７１５円
１,８２６万２,０００円介護予防サービス

事業特別会計

歳 入

歳 出

２億９,６２０万８,３５２円

２億９,０４０万８,９６５円
３億　  ４９万１,０００円後期高齢者医療

事業特別会計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

５億  ４０３万１,９８３円

４億７,２２０万１,２９４円

２億１,９８６万８,２７０円

３億５,１８９万５,０４７円

５億  ７６５万円

４億９,６３７万４,０００円

２億５,８０５万９,０００円

４億２,９０５万６,０００円

水道事業会計

予算現額 決算額

香
西

　義
典

松
原

　哲
也

渡
辺

　達
実

富
田

　修
司

委

　員

委

　員

委

　員

委

　員

三木和則委員長

三宅 貞夫副委員長

原田 照治議員

一般質問

　現
在
、
取
り
組
み
中
の

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン

は
、
平
成
２１
年
度
で
終
了

す
る
が
、
そ
の
総
括
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町 

長
　行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
掲
げ
た
１
０
７
件
の

改
革
項
目
の
う
ち
、
平
成

20
年
度
ま
で
に
83
件
に
改

革
の
成
果
を
み
て
お
り
、
達

成
率
は
78
％
で
、
節
減
金

額
で
は
16
年
度
と
比
較
し

て
、
４
億
１
６
９
２
万
円
余

と
な
っ
て
い
る
。

　残
さ
れ
て
い
る
24
件
の

改
革
項
目
に
つ
い
て
は
、
21

年
度
中
に
果
断
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
る
。

　平
成
２２
年
度
以
降
の
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
方

針
に
つ
い
て
問
う
。

町 

長
　現
在
の
行
財
政
集
中

改
革
プ
ラ
ン
を
継
承
す
る

新
た
な
プ
ラ
ン
の
策
定
に

つ
い
て
は
、
政
権
交
代
と

な
っ
た
国
の
政
策
方
針
を

じ
っ
く
り
と
見
据
え
た
上

で
、
慎
重
に
検
討
す
る

が
、
「
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
挙
げ
る
」
と

い
う
行
財
政
改
革
の
基
本

理
念
を
変
え
る
こ
と
な

く
、
時
代
に
合
っ
た
新
た

な
視
点
に
立
っ
て
、
果
敢

に
取
り
組
む
。

 

政
権
交
代
に
伴
い
、
ガ
ソ

リ
ン
税
な
ど
の
暫
定
税
率

が
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
、

本
町
の
基
幹
道
路
整
備
に

与
え
る
影
響
を
問
う
。

町 
長

　ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の

暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ

た
場
合
に
は
、
本
町
の

基
幹
道
路
整
備
、
さ
ら

に
は
高
速
道
路
の
四
車

線
化
な
ど
に
少
な
か
ら

ず
影
響
が
あ
る
も
の
と

思
う
が
、
ま
だ
ま
だ
不

透
明
な
点
が
多
い
こ
と

か
ら
、
今
し
ば
ら
く
国
の

動
向
を
見
守
る
と
と
も

に
、
住
民
福
祉
と
町
の

発
展
に
努
め
る
。

　急
速
に
迫
り
来
る
少
子

高
齢
化
社
会
に
対
す
る
、
福

祉
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

町 

長
　平
成
１７
年
度
に
策
定

し
た
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
前
期
計
画
、
さ
ら

に
は
２２
年
度
か
ら
の
後
期

計
画
に
基
づ
き
更
な
る
子

育
て
支
援
を
推
進
す
る
。

　ま
た
、
高
齢
者
が
住
み

な
れ
た
地
域
で
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送
る
た
め

の
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
ず

る
と
と
も
に
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
、
高
齢
者
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が

ら
必
要
な
支
援
を
行
う
。

　９
月
か
ら
学
校
の
新
学

期
が
始
ま
り
、
感
染
者
が

急
増
し
て
い
る
が
、
本
町

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
対
す
る
対
応
と
、
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

町 

長
　新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
に
備
え
て
、
庁
舎

内
に
対
策
本
部
を
設
置

し
、
消
毒
液
や
マ
ス
ク
な

ど
の
備
蓄
消
耗
品
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
感
染
防

止
対
策
と
し
て
、
公
共
施

設
に
消
毒
液
を
配
備
す
る

ほ
か
、
う
が
い
や
手
洗
い
の

励
行
、
外
出
時
に
は
マ
ス

ク
の
着
用
な
ど
を
住
民
の

方
々
に
周
知
す
る
な
ど
、

住
民
の
健
康
と
生
活
を
守

る
た
め
に
、
適
切
に
対
応

す
る
。

　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

や
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
、

学
校
現
場
以
外
で
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

教
育
長

　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

等
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
閉
鎖
は

行
わ
な
い
が
、
２
人
以
上

の
発
生
が
あ
る
場
合
は
、

５
日
間
程
度
の
利
用
自
粛

を
お
願
い
す
る
。

　ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
子
ど
も
会
活
動
に
お

い
て
も
、
会
長
等
を
通
じ

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

行
財
政
改
革
の

　こ
れ
ま
で
の
成
果
は

問答
達
成
率
は
78
％
で
あ
る

▲四車線化は

少
子
高
齢
化
社
会
に

対
す
る
福
祉
施
策
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
は

基
幹
道
路
整
備
に

与
え
る
影
響
は
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決
算
特
別
委
員
決
ま
る

　平
成
20
年
度
の
一
般
会

計
な
ら
び
に
、
各
特
別
会
計

お
よ
び
、
水
道
事
業
会
計
の

決
算
が
ま
と
ま
り
、
監
査
委

員
の
意
見
書
と
と
も
に
、
各

決
算
書
が
９
月
９
日
の
本

会
議
に
提
出
さ
れ
た
。

　こ
れ
を
受
け
、
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
た
。

　10
月
中
旬
よ
り
本
委
員

会
に
て
、
各
予
算
が
適
正
に

執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
ま

た
、
費
用
対
効
果
な
ど
に
つ

い
て
審
査
す
る
。

20年度決算まとまる

歳 入

歳 出

９１億９,１６２万１,４２６円

８７億４,１９６万  ６６１円
９６億４,７５６万５,０００円一般会計

歳 入

歳 出

３０億４,６５７万４,７４５円

２８億３,４９７万８,７８４円
３２億８,１６４万８,０００円国民健康保険

事業特別会計

歳 入

歳 出

４億４,２３５万２,７９３円

４億３,６１３万６,６０５円
４億４,２０２万２,０００円老人保健

特別会計

歳 入

歳 出

１,０４２万５,６１２円

９１５万１,０５０円
１,０４０万円簡易水道事業

特別会計

歳 入

歳 出

１億３,６６８万１,３９８円

１億  １７２万９,４１１円
１億１,９５２万５,０００円農業集落排水

事業特別会計

歳 入

歳 出

２１億  ４３０万１,８５４円

２０億５,７６８万３,１３６円
２１億２,５８７万８,０００円介護保険事業

特別会計

歳 入

歳 出

５億７,０２０万９,９３４円

４億１,１１７万２,３６９円
２４億４,２１３万６,０００円公共下水道事業

特別会計

歳 入

歳 出

１,９２４万７,５３６円

１,５８６万９,７１５円
１,８２６万２,０００円介護予防サービス

事業特別会計

歳 入

歳 出

２億９,６２０万８,３５２円

２億９,０４０万８,９６５円
３億　  ４９万１,０００円後期高齢者医療

事業特別会計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

５億  ４０３万１,９８３円

４億７,２２０万１,２９４円

２億１,９８６万８,２７０円

３億５,１８９万５,０４７円

５億  ７６５万円

４億９,６３７万４,０００円

２億５,８０５万９,０００円

４億２,９０５万６,０００円

水道事業会計

予算現額 決算額

香
西

　義
典

松
原

　哲
也

渡
辺

　達
実

富
田

　修
司

委

　員

委

　員

委

　員

委

　員

三木和則委員長

三宅 貞夫副委員長

原田 照治議員

一般質問

　現
在
、
取
り
組
み
中
の

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン

は
、
平
成
２１
年
度
で
終
了

す
る
が
、
そ
の
総
括
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
を
問
う
。

町 

長
　行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
掲
げ
た
１
０
７
件
の

改
革
項
目
の
う
ち
、
平
成

20
年
度
ま
で
に
83
件
に
改

革
の
成
果
を
み
て
お
り
、
達

成
率
は
78
％
で
、
節
減
金

額
で
は
16
年
度
と
比
較
し

て
、
４
億
１
６
９
２
万
円
余

と
な
っ
て
い
る
。

　残
さ
れ
て
い
る
24
件
の

改
革
項
目
に
つ
い
て
は
、
21

年
度
中
に
果
断
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
る
。

　平
成
２２
年
度
以
降
の
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
方

針
に
つ
い
て
問
う
。

町 

長
　現
在
の
行
財
政
集
中

改
革
プ
ラ
ン
を
継
承
す
る

新
た
な
プ
ラ
ン
の
策
定
に

つ
い
て
は
、
政
権
交
代
と

な
っ
た
国
の
政
策
方
針
を

じ
っ
く
り
と
見
据
え
た
上

で
、
慎
重
に
検
討
す
る

が
、
「
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
挙
げ
る
」
と

い
う
行
財
政
改
革
の
基
本

理
念
を
変
え
る
こ
と
な

く
、
時
代
に
合
っ
た
新
た

な
視
点
に
立
っ
て
、
果
敢

に
取
り
組
む
。

 

政
権
交
代
に
伴
い
、
ガ
ソ

リ
ン
税
な
ど
の
暫
定
税
率

が
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
、

本
町
の
基
幹
道
路
整
備
に

与
え
る
影
響
を
問
う
。

町 

長
　ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の

暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ

た
場
合
に
は
、
本
町
の

基
幹
道
路
整
備
、
さ
ら

に
は
高
速
道
路
の
四
車

線
化
な
ど
に
少
な
か
ら

ず
影
響
が
あ
る
も
の
と

思
う
が
、
ま
だ
ま
だ
不

透
明
な
点
が
多
い
こ
と

か
ら
、
今
し
ば
ら
く
国
の

動
向
を
見
守
る
と
と
も

に
、
住
民
福
祉
と
町
の

発
展
に
努
め
る
。

　急
速
に
迫
り
来
る
少
子

高
齢
化
社
会
に
対
す
る
、
福

祉
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

町 

長
　平
成
１７
年
度
に
策
定

し
た
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
前
期
計
画
、
さ
ら

に
は
２２
年
度
か
ら
の
後
期

計
画
に
基
づ
き
更
な
る
子

育
て
支
援
を
推
進
す
る
。

　ま
た
、
高
齢
者
が
住
み

な
れ
た
地
域
で
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送
る
た
め

の
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
ず

る
と
と
も
に
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
、
高
齢
者
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が

ら
必
要
な
支
援
を
行
う
。

　９
月
か
ら
学
校
の
新
学

期
が
始
ま
り
、
感
染
者
が

急
増
し
て
い
る
が
、
本
町

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
対
す
る
対
応
と
、
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

町 

長
　新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
に
備
え
て
、
庁
舎

内
に
対
策
本
部
を
設
置

し
、
消
毒
液
や
マ
ス
ク
な

ど
の
備
蓄
消
耗
品
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
感
染
防

止
対
策
と
し
て
、
公
共
施

設
に
消
毒
液
を
配
備
す
る

ほ
か
、
う
が
い
や
手
洗
い
の

励
行
、
外
出
時
に
は
マ
ス

ク
の
着
用
な
ど
を
住
民
の

方
々
に
周
知
す
る
な
ど
、

住
民
の
健
康
と
生
活
を
守

る
た
め
に
、
適
切
に
対
応

す
る
。

　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

や
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
、

学
校
現
場
以
外
で
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

教
育
長

　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

等
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
閉
鎖
は

行
わ
な
い
が
、
２
人
以
上

の
発
生
が
あ
る
場
合
は
、

５
日
間
程
度
の
利
用
自
粛

を
お
願
い
す
る
。

　ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
子
ど
も
会
活
動
に
お

い
て
も
、
会
長
等
を
通
じ

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

行
財
政
改
革
の

　こ
れ
ま
で
の
成
果
は

問答
達
成
率
は
78
％
で
あ
る

▲四車線化は

少
子
高
齢
化
社
会
に

対
す
る
福
祉
施
策
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
は

基
幹
道
路
整
備
に

与
え
る
影
響
は
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　県
内
８
町
の
議
員
定

数
に
係
る
資
料
お
よ
び
、

本
町
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
定
数
改
正
の
経
緯
に
つ

い
て
、
当
局
よ
り
説
明
を

受
け
た
。

　そ
の
後
、
各
委
員
か
ら

の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
協

議
を
行
っ
た
結
果
、
本
委

員
会
と
し
て
12
月
定
例
議

会
ま
で
に
、
議
員
定
数
の

方
向
性
を
決
定
す
る
こ
と

を
、
委
員
全
員
で
確
認
し

た
。　ま

た
、
併
せ
て
、
全
員

協
議
会
で
の
審
議
を
議
長

に
申
し
入
れ
た
。

　過
去
の
削
減
の
経
緯
、

ま
た
前
回
ま
で
の
協
議
内

容
を
踏
ま
え
、
本
委
員
会

と
し
て
の
方
向
性
を
決
定

す
る
た
め
、
引
き
続
き

様
々
な
協
議
を
行
い
、
削

減
の
方
向
で
意
見
は
一
致

し
た
。

　今
後
は
、
12
月
定
例
議

会
ま
で
に
、
定
数
削
減
に

向
け
て
検
討
を
重
ね
つ

つ
、
全
員
協
議
会
に
も
諮

り
な
が
ら
、
最
終
的
に
委

員
会
と
し
て
、
そ
の
人
数

を
決
定
す
る
。

　そ
し
て
、
12
月
定
例
議

会
に
、
議
員
定
数
の
議
案

を
提
案
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
全
員
了

承
し
た
。

　平
成
13
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
、
身
近
な
環
境
問

題
、
快
適
な
生
活
環
境
の

保
全
と
、
清
潔
で
美
し
い

町
づ
く
り
を
目
的
に
し
て

い
る
環
境
美
化
条
例
。

　

　こ
の
条
例
に
基
づ
く
現

状
報
告
と
、
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

　
　犬
の
糞
や
た
ば
こ
の

ポ
イ
捨
て
対
策
に
、
散
歩

し
て
い
る
町
民
の
方
々
の

協
力
を
得
ら
れ
る
取
り
組

み
や
、
工
夫
は
進
ん
だ
か
。

　
　環
境
保
全
課
長

　環
境
美
化
パ
ト
ロ
ー
ル

等
の
腕
章
を
つ
け
る
な
ど

の
工
夫
を
提
案
い
た
だ
い

た
が
、
条
例
に
美
化
委
員

等
の
委
嘱
に
つ
い
て
の
規

定
が
無
く
、
現
時
点
で
は

実
施
で
き
て
い
な
い
。

　
　県
道
沿
い
や
、
河
川

等
へ
の
不
法
投
棄
は
、
ど

こ
が
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　環
境
保
全
課
長

　問
題
が
発
生
し
た
ら
、

町
で
現
場
を
確
認
し
、
警

察
署
な
ど
へ
通
報
し
て
い

る
。
河
川
に
つ
い
て
は
県
が

対
応
し
て
い
る
が
、
ご
み
収

集
な
ど
は
協
力
し
て
い
る
。

問答

問答

平
成
２１
年
度

舗
装
計
画
決
ま
る

環
境
美
化
条
例
の

現
状
と
課
題

※
本
年
４
月
か
ら
、
三

木
町
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

図
書
室
に
お
い
て
、
議

事
録
（
平
成
20
年
第
１

回
定
例
議
会
か
ら
）
の

閲
覧
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　
た
だ
し
、
貸
し
出
し

や
、
コ
ピ
ー
な
ど
は
、

で
き
ま
せ
ん
。

今
期
定
例
議
会
の
傍
聴
者
は
、

延
べ
28
人
で
し
た
。

次
の
定
例
議
会
の
予
定
は
、

１２
月
中
旬
頃
の
予
定
で
す
。

第
4
回
臨
時
議
会（
8
月
）

第
3
回
定
例
議
会（
9
月
）

議
員
出
欠
表

（
本
会
議
の
み
）

議
員
氏
名

富
田

　修
司

渡
辺

　達
実

松
原

　哲
也

三
木

　和
則

香
西

　義
典

白
井

　正
治

三
宅

　貞
夫

香
西

　俊
之

古
市

　嘉
忠

西
丸

　一
明

谷
畑

　健
二

粂
井

　明
人

原
田

　照
治

筒
井

　米
市

溝
渕

　清
美

石
井

　定
夫

香
西

　茂
知

古
市 

　

  

弘

○
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○
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欠 

×
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○
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○
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○
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○

○

○

○
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○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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8/11

9/ 9

9/10

9/14

9/16

▲わたしたちの町をきれいに

行
財
政

改
革
推
進
１

7
月
開
会

行
財
政

改
革
推
進
２

8
月
開
会

環
境
保
全

対

　
　策

8
月
開
会

ど
う
す
る
議
員
定
数
は

定
数
を
削
減
の
方
向
へ

　町
が
、
平
成
４
年
４
月

か
ら
借
り
受
け
て
い
た
平

木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
の

用
地
に
つ
い
て
、
所
有
者

が
諸
般
の
事
情
に
よ
り
破

産
し
、
そ
の
管
財
人
か
ら

当
該
用
地
を
、
任
意
で
売

却
し
た
い
と
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。

　面
積
は
９
１
２
・
３
１

㎡
、
購
入
価
格
は
２
２
０

０
万
円
余
で
あ
る
。

　
　建
物
北
側
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
倒
れ
そ
う
で
大
変
危

険
、
町
が
補
修
す
る
と
き
に

は
、
そ
の
費
用
が
発
生
す

る
。
所
有
者
に
売
買
価
格
か

ら
補
修
費
用
分
を
差
し
引

く
よ
う
交
渉
を
。

　
　健
康
福
祉
課
長

　再
度
現
地
を
確
認
し
、

交
渉
す
る
。

　本
年
度
の
農
道
舗
装
計

画
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
が
延
長
１
８
７
８
ｍ
、

オ
ー
バ
ー
レ
イ
舗
装
が
７

８
７
ｍ
を
計
画
し
て
い

る
。　

　一
集
落
当
た
り
の
舗
装

計
画
お
よ
び
、
申
請
件
数
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　
　土
木
建
設
課
長

　コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が

一
集
落
当
た
り
５
㎥
程

度
、
申
請
件
数
48
件
の
う

ち
不
採
択
は
、
ほ
場
整
備

内
が
２
件
、
補
修
対
応
が

３
件
で
あ
る
。

　

　オ
ー
バ
ー
レ
イ
舗
装
は

１
０
０
㎡
か
ら
１
２
０
㎡

程
度
で
、
申
請
22
件
の
う

ち
不
採
択
は
、
補
修
対
応

の
２
件
で
あ
る
。

　
　コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に

は
、
地
元
負
担
が
必
要
な
地

区
も
あ
る
と
聞
く
。
受
益
者

負
担
が
軽
減
で
き
る
よ
う

な
、
県
費
等
の
補
助
制
度
は

あ
る
の
か
。

　
　土
木
建
設
課
長

　県
費
補
助
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
難
し
い
。

　担
当
課
か
ら
、
農
業
集

落
排
水
事
業
と
、
公
共
下

水
道
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　主
な
質
疑
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　三
木
東
地
区
の
事
業

推
進
に
対
す
る
、
県
の
指
導

と
協
議
内
容
は
。

　
　副
町
長

　タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
の
関

係
か
ら
、
遅
く
と
も
来
年

２
月
ま
で
に
計
画
変
更
の

申
請
を
し
、
22
年
度
で
国

の
許
可
を
得
て
、
23
年
度

事
業
に
着
手
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
内
容
で
あ
る
。

　
　今
後
の
方
向
性
を
、

ど
う
考
え
る
か
。

　
　町 

長

　係
争
中
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
候
補
地
に
つ

い
て
、
裁
判
の
結
論
が
遅

い
と
す
る
な
ら
ば
、
新
開

地
区
も
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
、
や
や
ウ
エ
イ
ト
を

置
い
て
早
急
に
着
手
い
た

し
た
い
。

　
　未
買
収
地
の
折
衝
状

況
は
。

　
　上
下
水
道
課
長

　地
権
者
に
対
し
て
、
ご

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

力
す
る
。

答 問

答 問

答 問

問問 答答

問答

教
育
民
生

8
月
開
会

建
設
経
済

8
月
開
会

下
水
道
推
進

8
月
開
会

平
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
の
用
地
を
購
入

▲コンクリート舗装箇所の現地調査

▲平木コミュニティ会館

レ ポ ー ト委  員  会

農
業
集
落
排
水
事
業

公
共
下
水
道
事
業

▲ウォーキングセンター候補地 ▲新開地区候補地
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　県
内
８
町
の
議
員
定

数
に
係
る
資
料
お
よ
び
、

本
町
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
定
数
改
正
の
経
緯
に
つ

い
て
、
当
局
よ
り
説
明
を

受
け
た
。

　そ
の
後
、
各
委
員
か
ら

の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
協

議
を
行
っ
た
結
果
、
本
委

員
会
と
し
て
12
月
定
例
議

会
ま
で
に
、
議
員
定
数
の

方
向
性
を
決
定
す
る
こ
と

を
、
委
員
全
員
で
確
認
し

た
。　ま

た
、
併
せ
て
、
全
員

協
議
会
で
の
審
議
を
議
長

に
申
し
入
れ
た
。

　過
去
の
削
減
の
経
緯
、

ま
た
前
回
ま
で
の
協
議
内

容
を
踏
ま
え
、
本
委
員
会

と
し
て
の
方
向
性
を
決
定

す
る
た
め
、
引
き
続
き

様
々
な
協
議
を
行
い
、
削

減
の
方
向
で
意
見
は
一
致

し
た
。

　今
後
は
、
12
月
定
例
議

会
ま
で
に
、
定
数
削
減
に

向
け
て
検
討
を
重
ね
つ

つ
、
全
員
協
議
会
に
も
諮

り
な
が
ら
、
最
終
的
に
委

員
会
と
し
て
、
そ
の
人
数

を
決
定
す
る
。

　そ
し
て
、
12
月
定
例
議

会
に
、
議
員
定
数
の
議
案

を
提
案
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
全
員
了

承
し
た
。

　平
成
13
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
、
身
近
な
環
境
問

題
、
快
適
な
生
活
環
境
の

保
全
と
、
清
潔
で
美
し
い

町
づ
く
り
を
目
的
に
し
て

い
る
環
境
美
化
条
例
。

　

　こ
の
条
例
に
基
づ
く
現

状
報
告
と
、
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

　
　犬
の
糞
や
た
ば
こ
の

ポ
イ
捨
て
対
策
に
、
散
歩

し
て
い
る
町
民
の
方
々
の

協
力
を
得
ら
れ
る
取
り
組

み
や
、
工
夫
は
進
ん
だ
か
。

　
　環
境
保
全
課
長

　環
境
美
化
パ
ト
ロ
ー
ル

等
の
腕
章
を
つ
け
る
な
ど

の
工
夫
を
提
案
い
た
だ
い

た
が
、
条
例
に
美
化
委
員

等
の
委
嘱
に
つ
い
て
の
規

定
が
無
く
、
現
時
点
で
は

実
施
で
き
て
い
な
い
。

　
　県
道
沿
い
や
、
河
川

等
へ
の
不
法
投
棄
は
、
ど

こ
が
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　環
境
保
全
課
長

　問
題
が
発
生
し
た
ら
、

町
で
現
場
を
確
認
し
、
警

察
署
な
ど
へ
通
報
し
て
い

る
。
河
川
に
つ
い
て
は
県
が

対
応
し
て
い
る
が
、
ご
み
収

集
な
ど
は
協
力
し
て
い
る
。

問答

問答

平
成
２１
年
度

舗
装
計
画
決
ま
る

環
境
美
化
条
例
の

現
状
と
課
題

※
本
年
４
月
か
ら
、
三

木
町
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

図
書
室
に
お
い
て
、
議

事
録
（
平
成
20
年
第
１

回
定
例
議
会
か
ら
）
の

閲
覧
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　
た
だ
し
、
貸
し
出
し

や
、
コ
ピ
ー
な
ど
は
、

で
き
ま
せ
ん
。

今
期
定
例
議
会
の
傍
聴
者
は
、

延
べ
28
人
で
し
た
。

次
の
定
例
議
会
の
予
定
は
、

１２
月
中
旬
頃
の
予
定
で
す
。

第
4
回
臨
時
議
会（
8
月
）

第
3
回
定
例
議
会（
9
月
）

議
員
出
欠
表

（
本
会
議
の
み
）

議
員
氏
名

富
田

　修
司

渡
辺

　達
実

松
原

　哲
也

三
木

　和
則

香
西

　義
典

白
井

　正
治

三
宅

　貞
夫

香
西

　俊
之

古
市

　嘉
忠

西
丸

　一
明

谷
畑

　健
二

粂
井

　明
人

原
田

　照
治

筒
井

　米
市

溝
渕

　清
美

石
井

　定
夫

香
西

　茂
知

古
市 

　

  

弘

○
印
は
出
席 

○
は
半
欠 

×
は
欠
席

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

8/11

9/ 9

9/10

9/14

9/16

▲わたしたちの町をきれいに

行
財
政

改
革
推
進
１

7
月
開
会

行
財
政

改
革
推
進
２

8
月
開
会

環
境
保
全

対

　
　策

8
月
開
会

ど
う
す
る
議
員
定
数
は

定
数
を
削
減
の
方
向
へ

　町
が
、
平
成
４
年
４
月

か
ら
借
り
受
け
て
い
た
平

木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
の

用
地
に
つ
い
て
、
所
有
者

が
諸
般
の
事
情
に
よ
り
破

産
し
、
そ
の
管
財
人
か
ら

当
該
用
地
を
、
任
意
で
売

却
し
た
い
と
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。

　面
積
は
９
１
２
・
３
１

㎡
、
購
入
価
格
は
２
２
０

０
万
円
余
で
あ
る
。

　
　建
物
北
側
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
倒
れ
そ
う
で
大
変
危

険
、
町
が
補
修
す
る
と
き
に

は
、
そ
の
費
用
が
発
生
す

る
。
所
有
者
に
売
買
価
格
か

ら
補
修
費
用
分
を
差
し
引

く
よ
う
交
渉
を
。

　
　健
康
福
祉
課
長

　再
度
現
地
を
確
認
し
、

交
渉
す
る
。

　本
年
度
の
農
道
舗
装
計

画
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
が
延
長
１
８
７
８
ｍ
、

オ
ー
バ
ー
レ
イ
舗
装
が
７

８
７
ｍ
を
計
画
し
て
い

る
。　

　一
集
落
当
た
り
の
舗
装

計
画
お
よ
び
、
申
請
件
数
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　
　土
木
建
設
課
長

　コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が

一
集
落
当
た
り
５
㎥
程

度
、
申
請
件
数
48
件
の
う

ち
不
採
択
は
、
ほ
場
整
備

内
が
２
件
、
補
修
対
応
が

３
件
で
あ
る
。

　

　オ
ー
バ
ー
レ
イ
舗
装
は

１
０
０
㎡
か
ら
１
２
０
㎡

程
度
で
、
申
請
22
件
の
う

ち
不
採
択
は
、
補
修
対
応

の
２
件
で
あ
る
。

　
　コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に

は
、
地
元
負
担
が
必
要
な
地

区
も
あ
る
と
聞
く
。
受
益
者

負
担
が
軽
減
で
き
る
よ
う

な
、
県
費
等
の
補
助
制
度
は

あ
る
の
か
。

　
　土
木
建
設
課
長

　県
費
補
助
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
難
し
い
。

　担
当
課
か
ら
、
農
業
集

落
排
水
事
業
と
、
公
共
下

水
道
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　主
な
質
疑
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　三
木
東
地
区
の
事
業

推
進
に
対
す
る
、
県
の
指
導

と
協
議
内
容
は
。

　
　副
町
長

　タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
の
関

係
か
ら
、
遅
く
と
も
来
年

２
月
ま
で
に
計
画
変
更
の

申
請
を
し
、
22
年
度
で
国

の
許
可
を
得
て
、
23
年
度

事
業
に
着
手
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
内
容
で
あ
る
。

　
　今
後
の
方
向
性
を
、

ど
う
考
え
る
か
。

　
　町 

長

　係
争
中
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
候
補
地
に
つ

い
て
、
裁
判
の
結
論
が
遅

い
と
す
る
な
ら
ば
、
新
開

地
区
も
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
、
や
や
ウ
エ
イ
ト
を

置
い
て
早
急
に
着
手
い
た

し
た
い
。

　
　未
買
収
地
の
折
衝
状

況
は
。

　
　上
下
水
道
課
長

　地
権
者
に
対
し
て
、
ご

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

力
す
る
。

答 問

答 問

答 問

問問 答答

問答

教
育
民
生

8
月
開
会

建
設
経
済

8
月
開
会

下
水
道
推
進

8
月
開
会

平
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
の
用
地
を
購
入

▲コンクリート舗装箇所の現地調査

▲平木コミュニティ会館

レ ポ ー ト委  員  会

農
業
集
落
排
水
事
業

公
共
下
水
道
事
業

▲ウォーキングセンター候補地 ▲新開地区候補地
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　２車線の道路改良で、歩道の設置工事
が進む町道正一駒足線。

　政府の追加経済対策の、定額給付金の
支給方針を示せ。

平成20年12月定例議会　一般質問

定額給付金の支給は

　本年度の町道正一駒足線道路改良工事
の予定は。

平成20年9月定例議会　一般質問

南北ルートの道路改良は

リポート

　県畜産試験場の峠付近、約２００ｍを実
施する予定だ。

町長答弁
　
円滑に実施できるよう取り組む。

どう

なっとんな？

第
14
回

　本年１０月１日で支給が完了しました。

こ う な り ま し た こ う し て い ま す

町長答弁

人
事

平
成
15
年
12
月
就
任
以
来
、
３
期
目

大
字
平
木
（
60
歳
）

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
、

2
氏
を
選
任
に
同
意

加瀨 泰二氏

平
成
18
年
12
月
就
任
以
来
、
２
期
目

大
字
井
戸
（
68
歳
）

中村 俊忠氏

三木町大字田中４５０５番地１　進武会スポーツクラブ会長　宮井 進　他１４３２名

平成２１年　請願第１号（平成21年６月９日受付）

三木町立中学校武道場建設に対する請願書
継続審査

三木町大字氷上４１０番地３　奈良 正雄　他１０８名

平成２１年　請願第２号（平成21年６月10日受付）

長生集落水害防止に関する請願
９月９日
採　択

東かがわ市中山９５－５　さぬき東民主商工会婦人部　部長　大生 美津子

（平成21年７月16日受付）

「所得税法第56条の廃止」の意見書採択をもとめる陳情書
議員へ配布

高松市西宝町２丁目６番４０号　教育会館４０５号　香川県私学助成をすすめる会　会長　田中 健二

（平成21年8月７日受付）

私学助成金に関する意見書決議についての陳情書
議員へ配布

高松市川島東町９２５－１　香川県高齢者生活協同組合　代表理事　横手 通人

（平成21年８月25日受付）

「協同労働の協同組合法（仮称）の速やかな制定を求める意見書」採択を求める要望書
議員へ配布

契 約 方 法 指名競争入札

工 事 名

平成２１年度
三木消防署耐震補強等工事

契 約 金 額 ７６，６５０，０００円

指 名 業 者 １０社

契約の相手 株式会社合田工務店

契 約 方 法 総合評価方式指名競争入札

工 事 名

平成２１年度地域活力基盤
創造交付金事業町道正一駒足線
交通安全施設整備工事（第１工区）

契 約 金 額 ８７，１５０，０００円

指 名 業 者 ７社

契約の相手 株式会社谷井建設

契 約 方 法 総合評価方式指名競争入札

工 事 名

平成２１年度地域活力基盤
創造交付金事業町道正一駒足線
交通安全施設整備工事（第２工区）

契 約 金 額 ８５，５７５，０００円

指 名 業 者 ６社

契約の相手 下根建設有限会社

契 約 方 法 随意契約

契 約 名

三木町コミュニティバス購入

契 約 金 額 １８，１６５，０００円

契約の相手

香川日野自動車株式会社

契約しました

第4回 臨時議会（8月１1日 可決） 第３回 定例議会（９月９日可決）
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　県畜産試験場の峠付近、約２００ｍを実
施する予定だ。
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円滑に実施できるよう取り組む。

どう
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回

　本年１０月１日で支給が完了しました。
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事
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12
月
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以
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３
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固
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月
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期
目
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68
歳
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平成２１年　請願第１号（平成21年６月９日受付）

三木町立中学校武道場建設に対する請願書
継続審査

三木町大字氷上４１０番地３　奈良 正雄　他１０８名

平成２１年　請願第２号（平成21年６月10日受付）

長生集落水害防止に関する請願
９月９日
採　択

東かがわ市中山９５－５　さぬき東民主商工会婦人部　部長　大生 美津子

（平成21年７月16日受付）

「所得税法第56条の廃止」の意見書採択をもとめる陳情書
議員へ配布

高松市西宝町２丁目６番４０号　教育会館４０５号　香川県私学助成をすすめる会　会長　田中 健二

（平成21年8月７日受付）

私学助成金に関する意見書決議についての陳情書
議員へ配布

高松市川島東町９２５－１　香川県高齢者生活協同組合　代表理事　横手 通人

（平成21年８月25日受付）
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議員へ配布
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工 事 名

平成２１年度
三木消防署耐震補強等工事

契 約 金 額 ７６，６５０，０００円

指 名 業 者 １０社

契約の相手 株式会社合田工務店

契 約 方 法 総合評価方式指名競争入札

工 事 名

平成２１年度地域活力基盤
創造交付金事業町道正一駒足線
交通安全施設整備工事（第１工区）
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契 約 方 法 総合評価方式指名競争入札
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平成２１年度地域活力基盤
創造交付金事業町道正一駒足線
交通安全施設整備工事（第２工区）

契 約 金 額 ８５，５７５，０００円
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契 約 名

三木町コミュニティバス購入
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第4回 臨時議会（8月１1日 可決） 第３回 定例議会（９月９日可決）

三木町議会だより 2009.1013



編
集
を

  

終
え
て

　去
る
９
月
15
日
（
日
本
時

間
）
、
振
り
子
打
法
で
開
眼

し
安
打
製
造
機
の
名
を
ほ
し

い
ま
ま
に
し
た
イ
チ
ロ
ー
が
、

ま
た
快
挙
だ
。
１
０
８
年
ぶ

り
の
大
リ
ー
グ
新
と
な
る
９

年
連
続
２
０
０
本
安
打
を
放

っ
た
。
彼
ら
し
い
内
野
安
打

で
の
達
成
で
あ
っ
た
。
よ
く

思
う
こ
と
だ
が
、
彼
の
言
動

に
は
説
得
力
が
あ
る
。
他
の

人
が
言
っ
た
話
な
ど
を
マ
ス

コ
ミ
で
見
る
と
、
キ
ザ
で
生

意
気
に
見
え
る
こ
と
が
よ
く

あ
る
。
彼
に
は
そ
れ
が
感
じ

ら
れ
な
い
。
何
で
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
彼
が
は
っ
き
り
と
結
果

を
出
す
か
ら
だ
と
思
う
▼
先

の
衆
院
選
の
結
果
は
振
り
子

が
大
き
く
反
対
の
方
向
に
触

れ
、
民
主
党
の
圧
勝
で
あ
っ

た
。
良
く
な
る
も
、
そ
の
逆

も
民
意
で
あ
る
。
大
き
な
期

待
を
か
け
ら
れ
た
新
政
権
に

も
、
イ
チ
ロ
ー
と
同
じ
く
結

果
を
出
せ
ば
国
民
も
納
得
す

る
。
し
ば
ら
く
静
観
し
見
守

ろ
う
。
選
ん
で
い
な
く
て
も
。

（
Ｋ
・
Ｍ
）

　
「
自
然
の
草
花
を
、そ

の
ま
ま
に
残
し
た
い
」
と

始
め
た
押
し
花
。

　
早
い
も
の
で
、三
十
数

年
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、す

ば
ら
し
い
仲
間
た
ち
に
恵

ま
れ
て
い
る
お
か
げ
だ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
展
も
早
い
も
の

で
、今
回
で
２７
回
を
数
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
作
品
展
は
、善

通
寺
市
美
術
館
で
一
週
間

開
催
し
、そ
の
間
、テ
レ

ビ
、
新
聞
に
と
報
道
さ

れ
、と
て
も
好
評
の
う
ち

に
終
わ
り
、生
徒
と
も
ど

も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
後
の
作
品
作

り
に
、と
て
も
励

み
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
、
教
室

は
、丸
亀
、高
松
、

三
木
教
室
と
開

い
て
い
ま
す
。

　
三
木
教
室
は
、

池
戸
商
工
セ
ン

タ
ー
に
て
、第
一
、

第
三
の
木
曜
日

に
、午
後
１
時
３０

分
か
ら
４
時
３０

分
ま
で
、レ
ッ
ス

ン
を
し
て
い
ま

す
。

　
お
近
く
に
お
越
し
の
際

は
、の
ぞ
い
て
見
て
は
い

か
が
で
す
か
。

ク
レ
マ
チ
ス
押
し
花
ク
ラ
ブ

元
気
な
グ
ル
�
プ
紹
介

講
師

　香
西
洋
子

　本
会
議
の
傍
聴
人
の
定
員
は
、
30
人

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
日
の
午
前
８

時
30
分
で
傍
聴
希
望
者
が
30
人
を
超

え
る
場
合
は
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　な
お
、
定
員
の
30
人
に
満
た
な
い
場

合
に
は
、
先
着
順
に
事
務
所
に
て
所
定

の
手
続
き
の
後
、
随
時
、
傍
聴
券
を
お

渡
し
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
、
議
会
事
務
局
へ

　

  

（
０
８
７
）
８
９
１
ー
３
３
１
１

　次
の
定
例
議
会
は
、
12
月
中
旬
頃
の

予
定
で
す
。

　
平
成
21
年
９
月
定
例
議
会
か
ら
、
議
会
の
開

催
日
程
を
、
従
来
の
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加

え
、
防
災
ラ
ジ
オ
で
も
、
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
日
は
、
議
会
の
会
期
日
程
決
定
日
の
翌

日
か
ら
、
本
会
議
閉
会
ま
で
の
毎
日
、
ま
た
、

本
会
議
当
日
に
は
、
そ
の
日
の
日
程
や
、一
般

質
問
の
各
議
員
の
質
問
順
な
ど
を
放
送
し
て

い
ま
す
。

　
も
う
、
お
聞
き
に
な
り
ま
し
た
か
。

防
災
ラ
ジ
オ
で
定
例
議
会
の

日
程
を
放
送
開
始

お
気
軽
に
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

▲

作
品
展
を
励
み
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

獅鼓舞のリズムにのって
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■議案を審議
コミュニティバスを買い替えへ

■一般質問
5人が登壇・町長に見解を求める

■特　集
20年度決算まとまる

■委員会レポート

■請願・陳情のゆくえ
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9月定例議会 三
木
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議
会
だ
よ
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